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月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 4 5 6 7 

休館日 ★歴史散歩② 

放課後子ども教室 

・カラオケ 

 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・ペン習字 

・健康体操 

・ハンドメイド 

 

・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

 

行政配布 

★竹工房④ 

・陶芸 

★食へのこだわり② 

8 9 10 11 12 13 14 

休館日 放課後子ども教室 

・カラオケ 

 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

 ★地域ICT力 

・ヨガクラブ24 

★いきいき教室② 

・陶芸 

・囲碁 

 

15 16 17 18 19 20 21 

休館日 

(海の日) 

休館日 

(祝日の振替) 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・ペン習字 

・健康体操 

 ・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

 

行政配布 

★えいごといっしょ③ 

★ちびっこアート③ 

・陶芸 

休館日 

22 23 24 25 26 27 28 

休館日 

 

放課後子ども教室 

・カラオケ 

・あじさいカラオケ 

・KDっち 

・健康体操 

・囲碁 ・ヨガ教室 

・ヨガクラブ24 

・陶芸 ★しみず西遊輝① 

★志津チャレンジ隊③ 

放課後子ども教室 

29 30 31     

休館日 ・カラオケ ・あじさいカラオケ 

・健康体操 

 ★教育事業 

・自主グループ 

  

自治連合会長 

中島 雅夫氏 

 

「
深
く
知
り
た
い
志
津
の
歴
史
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水
西
公
民
館
長 

内
田
建
一 

    

No.63 

【
し
み
ず
西
遊
輝
①
】 

【
志
津
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
③
】 

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
】 

と 

き 
 

７
月
28

日
（
日
） 

 
 
 
 
 

10

：

00

～
12

：

00 

内 

容 
  

プ
ー
ル
遊
び
、
流
し
そ
う
め
ん 

服 

装 
 

濡
れ
て
も
い
い
服 

対 

象 
 

志
津
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
参
加
者 

 
 
 
 
 

放
課
後
子
ど
も
教
室
参
加
者 

 
 
 
 
 

地
区
の
子
ど
も 

※
詳
し
く
は
７
月
６
日
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ 

を
ご
覧
下
さ
い
。 

【
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
力
講
座
】 

と 

き 
 

７
月
12

日
（
金
） 

 
 
 

19

：

00

～
21

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 
 

ア
プ
リ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、LINE 

対 

象 
 

地
区
住
民 

講 

師 
  

竹
内 

将
人 

氏(TEAM-T)) 

 
で
は
人
口
減
少
が
地
方
の
生
活
に
及
ぼ
す
影

響
を
考
え
て
み
た
い
。 

ま
ず 

㈠
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス(

小
売
・
飲
食
・

医
療
機
関
等)

の
縮
小
で
あ
る
。 

私
た
ち
が
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な

各
種
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
定
の
人
口
規
模
の
う
え
に

成
り
立
っ
て
い
る
。
必
要
と
さ
れ
る
人
口
規
模
は

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
人
口

減
少
に
よ
っ
て
立
地
に
必
要
な
人
口
規
模
を
割

り
込
む
場
合
に
は
、
地
域
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
の
撤

退
が
進
み
、
生
活
に
必
要
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

入
手
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
日
々
の
生

活
が
不
便
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。ま
た
、こ
れ
ら
の

第
三
次
産
業
は
地
域
の
一
定
の
雇
用
を
支
え
て

い
て
こ
れ
ら
の
撤
退
は
地
域
の
雇
用
の
減
少
に
つ

な
が
り
さ
ら
な
る
人
口
減
少
を
招
く
。 

次
い
で 

㈡
自
治
体
の
税
収
減
に
よ
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
で
あ
る
。 

人
口
減
少
は
地
方
財
政
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
。
人
口
減
少
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
・
産
業

活
動
の
縮
小
に
よ
っ
て
、
自
治
体
の
税
収
入
は
減

少
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
高
齢
化
の
進
行
か
ら
社

会
保
障
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、地
方
財
政
は
ま

す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
状

況
が
続
く
と
、
そ
れ
ま
で
受
け
ら
れ
て
い
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
廃
止
ま
た
は
有
料
化
さ
れ
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
こ
う
し
た
厳
し
い
地
方
財
政
状
況
の
中

で
、
高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
公
共
施

設
や
道
路
・
橋
・
上
下
水
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
問
題
の
対
応
も
必
要
と
な
る
。  

さ
ら
に 

㈢
地
域
公
共
交
通
の
撤
退
・
縮
小
が

挙
げ
ら
れ
る
。 

                 

  

前
号
で
は
、
国
立
社
会
保
障
・人
口
問
題
研

究
所(

社
人
研)

が
公
表
し
た
将
来
人
口
の
推

計
か
ら
清
水
西
地
区
の
２
０
５
０
年
ま
で
の
人

口
を
予
想
し
て
み
た
。 

  

し
か
し
、こ
の
社
人
研
の
最
も
現
実
的
と
し

た
中
位
の
推
計
は
す
で
に
出
生
率
の
低
下
な

ど
で
下
方
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
だ
。 

  
 

  

四
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
経
済
同
友
会
セ

ミ
ナ
ー
福
井
大
会
で
杉
本
福
井
県
知
事
は

「
人
口
減
少
に
関
し
て
は
、福
井
県
の
人
口
減

少
は
社
会
減
で
あ
っ
て
、最
大
の
原
因
は
地
方

と
都
会
と
の
間
の
人
の
行
き
来
だ
。福
井
県
で

は
減
っ
た
人
口
の
七
割
は
就
職
す
る
二
十
代
。

合
計
特
殊
出
生
率
の
高
い
地
方
か
ら
低
い
東

京
へ
と
若
い
世
代
が
移
り
、結
果
と
し
て
日
本

の
人
口
を
減
ら
し
て
い
る
。国
が
し
っ
か
り
と

人
口
移
動
の
構
造
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

  

一
方
、
全
国
町
村
会
は
、人
口
減
少
の
要
因

は
東
京
一
極
集
中
と
少
子
化
だ
と
し
た
上
で

「
自
治
体
の
努
力
だ
け
で
抜
本
的
な
改
善
を

図
れ
る
も
の
で
は
な
く
、一
部
の
地
方
の
問
題

で
あ
る
か
の
よ
う
に
矮
小
化
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
と
主
張
し
て
い
る
。＝
い
ず
れ
も
福
井
新
聞 

                               

【
え
い
ご
と
い
っ
し
ょ
③
】 

と 

き 
 

７
月
20

日
（
土
） 

 
 
 
 
 

13

：

10

～
13

：

50 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 
  Beach 

海
に
は
ど
ん
な
い
き
も
の 

が
い
る
か
な 

対 

象 
 

地
区
在
住
の
未
就
学
児
・
低
学
年 

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者 

講 

師 
 

山
本 

康
代 

氏 

【
歴
史
散
歩
②
】 

と 

き 
 

７
月
２
日
（
火
） 

 
 
 
 
 

 

13

：

15

～
14

：

15 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

対 

象 
 

地
区
住
民  

講 

師 
 

内
田 

建
一
館
長 

 

問い合わせ先：清水西公民館 ☎＆FAX 0776-98-4560 (9：00～17：00 月曜日、第三日曜日、祝日休館日) 

【
竹
工
房
④
】 

と 

き 
 

７
月
６
日
（
土
） 

 
 
 

９
：

30

～
12

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

講 

師 
 

小
林 

布
美
子 

氏 

 
 
 
 
 

。 【
い
き
い
き
教
室
体
操
②
】 

と 

き 
 

７
月
13

日
（
土
） 

 
 
 

13

：

30

～
15

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

内 

容 
 

リ
ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ 

対 

象 
 

地
区
住
民 

講 

師 
 

細
井 

知
加 
氏 

 

人
口
減
少
社
会
が 

清
水
西
地
区
に
も
た
ら
す
影
響 

【
ち
び
っ
こ
ア
ー
ト
③
】 

と 

き 
 

７
月
20

日
（
土
） 

 
 
 
 
 

14

：

00

～
15

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

内 

容 
  

ペ
ー
パ
ー
の
芯
を
使
っ
た
工
作 

対 

象 
 

地
区
在
住
の
未
就
学
児
・
低
学
年 

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者 

講 

師 
 

小
林 

布
美
子 

氏 

 

【
食
へ
の
こ
だ
わ
り
②
】 

と 

き 
 

７
月
７
日
（
日
） 

 
 
 

10

：

00

～
12

：

30 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

調
理
室 

講 

師 
 

浅
田 

由
記
子 

氏 

(

県
食
育
リ
ー
ダ
ー) 

 
 
 
 
 

。 

こ
れ
ま
で
、地
域
公
共
交
通
は
主
と
し
て
民
間

の
事
業
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
。 

し
か
し
、人
口
減
少
に
よ
る
利
用
者
の
減
少
で

採
算
ベ
ー
ス
で
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難

と
な
り
、不
採
算
路
線
か
ら
の
撤
退
や
運
行
回
数

の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。
他
方
で
は
、
高
齢
化
へ

の
進
行
に
伴
い
、
自
家
用
車
を
運
転
で
き
な
い
高

齢
者
等
の
移
動
手
段
と
し
て
公
共
交
通
の
重
要

性
が
増
大
し
て
お
り
、地
域
公
共
交
通
の
衰
退
が

地
域
の
生
活
に
与
え
る
影
響
は
従
前
よ
り
大
き

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

㈣
は
空
き
家
、
空
き
店
舗
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
で
あ
る
。 

人
口
の
減
少
に
伴
い
空
き
家
は
一
貫
し
て
増

加
傾
向
に
あ
る
。
空
き
家
の
増
加
は
、
地
域
の
景

観
や
治
安
の
悪
化
と
な
り
地
域
の
魅
力
低
下
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。 

最
後
に
㈤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
に

つ
い
て
は
、
地
域
の
重
要
な
課
題
で
も
あ
る
た
め

次
号
で
考
え
て
み
た
い
。 

 

              

福井県 総人口・人口増減率の推移 
   （昭和 40 年～令和５年） 

人口増減率 
総人口 



                                                                              

 

 

                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

日  時 ： 6月 15日(土)13：10～13：50 

場  所 ： 和室 

講  師 ： 山本 康代 氏 

参加者 ： 16 名 

 今年から、小学校低学年のお姉ちゃんやお兄ちゃんたち

も加わり、英語のやり取りも、教えてもらったりして楽しそ

うです。Hello Hello の歌で始まりました。「ABC の

歌」や「きらきら星」に合わせてマラカスでリズムを取り、 

音楽に合わせて体を動かしまし 

た。 

Do you like ○○○？で Ice 

 cream、Juiceなどなど、好き 

な食べ物を質問し合いました。 

 

  

  

24
にし

こねくと竹∞里山 えいごといっしょ② 

日  時 ： 6月 5日(水)13：30～15：00 

場  所 ： 大会議室 

講  師 ： 山田 千秋 氏（環境美化推進員） 

参加者 ： 7 名 

 生ごみゼロを目指して、生ごみを消滅させる「キエ―

ロ」について学んでいます。新しく始めてみようという

方に来てもらいメリット、デメリットを聞き合いました。 

夏は温度があるので分解も進ん 

で楽しく始めやすいです。 

入れ物のサイズについても、質 

問が出て、まずは自作の容器に 

黒土を入れて体験してみようと 

いう方もいました。生ごみが消える

か実感して一緒に生ごみゼロを目指しましょう。 

～竹ひご作り～ 

～もっと知ろうわがまち歴史-1～ 

 

ちびっこアート② 

日  時 ： 6月 7日(金)19：00～20：10 

場  所 ： 大会議室 

講  師 ： 渡辺 寛幸 氏 

（NPO法人 花と心の豊かさと代表） 

参加者 ： 39 名 

 今年の講習は、土づくりから始まり、 

害虫対策などの話から水やりの仕方、 

花の摘み方で大きな株になりたくさん 

花をつけることなど、学ぶことがいっぱ 

いでした。初めて花壇担当になる方も多く質疑応答が続

きました。今年も花壇作りをとおして、豊かな心を育て美

しいまちづくりにつながるといいですね。            

    

日  時 ： 6月 15日(土)14：00～15：30 

場  所 ： 和室 

講  師 ： 小林 布美子 氏 

参加者 ： 23 名 

 普段捨ててしまう「卵の殻」をきれいに洗って、乾かし

てカラフルな色を塗ると、もうアートの材料です。 

 細かく砕いて、色を合わせ、写真立てに貼り親子で飾

り付けをしました。花火、カブトムシ、ひまわりなど今の

季節に合った作品が出来上がりました。 

 廃棄されるものをアートに 

変えることで、身近な SDGs 

に結びついたのではないでし 

ょうか。 

日  時 ： 6月 1日(土) 9：30～12：00 

場  所 ： 大会議室 

講  師 ： 小林 布美子 氏 

参加者 ： 13 名 

 竹林保全の話、竹林へ入り伐採などを終え、竹ひご作

りを習いました。 

 一節残して端と端を切って、 

縦に割ってそこからひご作り。 

ここの作業が、職人技でなか 

なか薄い竹にするのは道のり 

が長そうです。 

持ち帰り、各自練習を重ねてい 

きます。次回が楽しみです。 

 

                

    ～キエ―ロ勉強会～ 

日  時 ： 6月 2日(日)9：30～12：00 

場  所 ： 大森町 天日神社、大森睦月神事会館 

講  師 ： 内田 建一 館長 

参加者 ： 52 名 

 お天気に恵まれ気持ちのいいウォーキング日和になり開

催することができました。公民館を出発し、大森団地の中

を通り抜け、林道に入りました。昨今のクマ出没のニュース

の中で、何か音のなるもの、ベルや笛などを持参し、クマよ

けをしながら歩きました。 

 山城の一つ、天目山跡を教えて 

もらいました。まわりの堀の跡 

などから分かるそうです。 

近くには天日神社があり、きれ 

いに管理もされ、地域の方が大事に 

守っていることが伝わってきました。 

                  診療所の横に出て、大森睦月 

神事会館に着く頃にはお腹もすき 

始め、地域の伝承料理「葉寿司」 

を食べると疲れも吹き飛びま 

した。子どもたちはさらにパワ 

ーアップして元気いっぱいでし 

た。 

地区の歴史に触れながらのウォーキング、次回は 

         １０月２０日(日)野口区編です。                 

日  時 ： 6月 18日(火)18：30～20：30 

場  所 ： 調理室 

講  師 ： 渡辺 寿美子 氏(梅農家)  

参加者 ： 12 名 

 今年も、梅干し作りの季節がやってきました。密封袋

で作る減塩梅干し作りです。完熟梅をやさしく洗って、

水をふき取って、ジッパー付きの袋に梅と塩を入れて

真空にしました。 

1か月ほど袋ごと天地替えし、 

土用に天日干しにします。3日 

3晩干しますが、猛暑日が続く 

時は梅の様子を見て早めに保存 

してもいいそうです。 

日  時 ： 6月 11日(火)13：15～14：20 

場  所 ： 大会議室 

講  師 ： 内田 建一 館長 

参加者 ： 11 名 

２０１９年４月から公民館だよりの巻頭に載せている

「深く知りたい志津の歴史」シリーズの No.1～No.20 に

ついて、執筆者の内田館長から話を聴きました。まず、こ

のシリーズの感想を聴き、質問形式に進めていきました。 

 真ん中に地区の拡大地図を置い 

て、関係される地区の場所を確認 

しながら話を聴きました。 

次回は７月２日（火）です。 

ご参加お待ちしています。 

  

～減塩梅干し＆さし酢漬け～ 

～花壇講習会～ 

～No.34大森町編～ 

～Foods これおいしそうだな～ ～卵の殻を使ったアート作り～ 

いつも元気いっぱい！！ 

さし酢漬けも作って、残っ

た時間は質疑応答で盛り

上がりました。 

講座の申し込み、お問い合わせなど

は下記の公民館ラインコードからでも、

申し込めます。 登録後、トークで住所、

氏名、電話番号をいれてください。 

 

LINE 

 


